
主
催
者
で
あ
る
小
泉
県
平
和

セ
ン
タ
ー
議
長
が
「
国
鉄
の
首

切
り
が
民
間
の
首
切
り
へ
と
つ

な
が
っ
て
い
っ
た
。
今
、
自
治

労
や
全
農
林
な
ど
様
々
な
労
働

者
が
国
か
ら
攻
撃
を
受
け
て
い

る
が
、
一
般
の
人
が
そ
の
こ
と

か
ら
分
離
さ
れ
て
い
る
。
今
受

け
て
い
る
攻
撃
も
、
国
労
の
問

題
と
本
質
的
に
同
じ
問
題
だ
。

今
、
一
度
二
十
年
前
の
こ
と
を

思
い
出
し
て
、
こ
の
間
闘
っ
て

き
た
闘
争
団
・
家
族
に
連
帯
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
四
団
体

が
ま
と
ま
っ
た
。
こ
れ
を
バ
ネ

に
解
決
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
」

と
挨
拶
。

続
い
て
国
労
本
部
・
田
中
副

委
員
長
か
ら
「
国
鉄
闘
争
の
現

状
と
到
達
点
」
と
題
し
て
講
演

が
行
わ
れ
、
二
十
年
に
渡
る
国

鉄
闘
争
の
経
過
か
ら
現
在
の
到

達
点
、
今
後
の
課
題
や
取
り
組

み
、
そ
し
て
「
四
党
合
意
以
降
、

様
々
あ
っ
た
が
、
い
ろ
ん
な
問

題
を
乗
り
越
え
、
今
は
本
当
に

ま
と
ま
っ
て
い
る
。
一
日
も
早

い
解
決
の
た
め
、
引
き
続
き
ご

支
援
を
お
願
い
し
た
い
。
」
と

熱
い
話
し
が
さ
れ
た
。

次
に
二
つ
の
支
援
単
産
よ
り

以
下
の
報
告
が
さ
れ
た
。
自
治

労
山
形
県
本
部
・
木
村
書
記
長

よ
り
「
臨
調
行
革
と
小
泉
構
造

改
革
、
当
時
の
国
労
バ
ッ
シ
ン

グ
と
今
の
自
治
体
労
働
者
へ
の

そ
れ
は
全
く
同
じ
攻
撃
で
あ
る
。

今
の
自
治
体
労
働
者
へ
の
攻

撃
は
、
国
の
赤
字
解
消
を
目
的

と
し
て
い
る
が
、
本
当
の
狙
い

は
憲
法
九
条
の
改
悪
で
あ
り
、

そ
れ
に
反
対
す
る
自
治
労
・
日

教
組
つ
ぶ
し
で
あ
る
。
構
造
改

革
に
よ
り
非
正
規
労
働
者
の
大

幅
増
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

（
切
捨
て
）
、
大
幅
な
人
員
削

減
に
よ
る
弊
害
な
ど
、
深
刻
化

し
て
い
る
。
国
鉄
労
働
者
と
連

帯
し
な
が
ら
公
共
サ
ー
ビ
ス
を

守
る
闘
い
を
し
て
い
く
。
そ
し

て
、
そ
の
こ
と
が
自
治
体
労
働

者
の
雇
用
を
守
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
く
と
確
信
し
て
い
る

と
の
報
告
が
さ
れ
た
。

ま
た
全
農
林
山
形
県
事
務
所
・

管
代
表
か
ら
は
「
総
人
件
費
改

革
に
か
か
わ
る
配
置
転
換
が
行

わ
れ
て
い
る
。
配
転
と
い
う
、

人
生
・
家
族
を
含
め
た
生
活
設

計
を
変
え
る
大
き
な
選
択
を
迫

ら
れ
て
い
る
。
二
十
年
前
、
国

鉄
か
ら
採
用
さ
れ
た
人
も
多
く

い
る
。
現
在
は
逆
に
Ｊ
Ｒ
か
ら

の
募
集
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。

四
年
間
の
攻
撃
の
う
ち
、
今

年
二
年
目
を
終
わ
ろ
う
と
し
て

い
る
が
、
ま
だ
二
年
あ
る
。
急

激
に
人
員
削
減
が
進
め
ら
れ
、

将
来
展
望
が
見
え
な
い
不
安
な

ど
に
よ
っ
て
組
合
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
は
著
し
く
低
下
し
て
い

る
。
将
来
展
望
を
示
さ
せ
る
こ

と
が
必
要
。
今
後
も
国
鉄
闘
争

に
連
帯
し
共
に
闘
っ
て
い
く
。
」

と
報
告
が
さ
れ
た
。

続
い
て
、
当
事
者
で
あ
る
国

労
音
威
子
府
闘
争
団
・
関
野
副

団
長
か
ら
は
、
こ
の
二
十
年
間

の
支
援
に
対
す
る
御
礼
と
「
二

十
年
前
解
雇
さ
れ
た
時
に
は
音

威
子
府
村
は
人
口
二
千
人
の
村

だ
っ
た
。
そ
れ
が
今
は
約
半
数

の
九
七
六
人
に
な
っ
た
。

国
鉄
首
切
り
以
降
、
学
校
の

先
生
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
も
、
ど
ん

ど
ん
減
っ
て
い
き
、
北
海
道
で

一
番
小
さ
い
村
に
な
っ
た
。
は

じ
め
は
雇
っ
て
く
れ
る
企
業
も

な
い
（
働
か
な
い
、
自
分
の
会

社
に
入
れ
れ
ば
組
合
を
作
ら
れ

る
、
な
ど
）
と
こ
ろ
か
ら
始
め

た
。
ほ
と
ん
ど
、
東
京
へ
の
出

稼
ぎ
、
自
分
も
行
っ
て
米
を
担

い
で
働
い
た
。
何
と
か
「
地
元

で
」
と
、
羊
羹
・
木
工
・
味
噌

の
事
業
を
始
め
た
。
十
数
名
の

小
さ
な
事
業
体
だ
が
、
村
で
一

番
大
き
な
事
業
体
。
音
威
子
府

闘
争
団
は
四
十
八
人
で
始
ま
っ

た
が
、
二
人
が
亡
く
な
り
、
や

む
な
く
離
れ
た
仲
間
も
い
て
、

今
は
四
十
一
人
。
子
供
も
大
き

く
な
っ
た
。
一
日
も
早
く
解
決

し
た
い
。
二
十
年
と
い
う
節
目

に
当
た
っ
て
、
今
年
も
あ
と
残

り
少
な
い
が
、
一
〇
四
七
名
・

四
者
四
団
体
の
団
結
を
固
め
、

何
と
し
て
も
年
内
・
年
明
け
早
々

に
も
解
決
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
」

と
、
力
強
い
決
意
表
明
が
な
さ

れ
た
。

そ
し
て
仙
台
地
本
・
橋
本
委

員
長
か
ら
は
、
「
二
十
年
と
い

う
長
い
時
間
が
経
ち
過
ぎ
、
こ

の
問
題
を
あ
ま
り
理
解
で
き
な

い
若
い
人
も
多
い
と
思
う
。

こ
の
間
、
長
く
闘
っ
て
こ
ら

れ
た
の
も
共
闘
の
仲
間
が
あ
っ

た
か
ら
。
こ
の
集
会
を
、
次
に

は
解
決
の
報
告
集
会
と
し
て
開

け
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
共

闘
の
仲
間
と
一
緒
に
闘
っ
て
い

く
決
意
。
」
と
、
御
礼
・
決
意

の
挨
拶
が
あ
り
、
最
後
に
小
泉

議
長
の
「
団
結
が
ん
ば
ろ
う
」

で
閉
会
と
な
っ
た
。

【
山
形
・
伊
藤
通
信
員
】

※
福
島
県
集
会
は
次
号
報
告
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十
月
二
十
九
日
、
山
形
市
・
大
手
門
パ

ル
ズ
」
に
お
い
て
、
山
形
県
平
和
セ
ン

タ
ー
主
催
に
よ
る
『
国
鉄
闘
争
に
連
帯

し
「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
の
政
治
解
決｣

を

求
め
る
山
形
県
集
会
」
』
が
、
国
労
組

合
員
と
共
闘
の
仲
間
ら
約
百
人
を
集
め

て
開
催
さ
れ
た
。

１
０
月
２
７
日
、
こ
く

ろ
う
会
館
に
お
い
て
、
仙
総

支
部
第
２
０
回
定
期
大
会
が

開
催
さ
れ
た
。

大
会
の
発
言
で
は
「
和
解

以
降
試
験
の
合
格
率
は
上
が
っ

て
い
る
も
の
の
１
０
回
以
上

受
験
し
た
人
が
受
か
ら
な
い

な
ど
是
正
が
さ
れ
て
い
な
い
」

「
科
長
が
対
話
に
応
じ
る
よ

う
に
な
っ
た
が
ま
だ
ま
だ
改

善
は
不
十
分
」
「
施
設
利
用

で
は
色
々
意
見
が
あ
っ
た
が
、

や
っ
て
良
か
っ
た
の
声
が
多

い
」
「
仲
間
と
の
信
頼
関
係

を
深
め
国
労
で
良
か
っ
た
と

言
う
団
結
を
作
り
上
げ
よ
う
」

「
退
職
者
が
出
て
も
補
充
が

さ
れ
ず
、
外
注
化
を
計
画
し

て
い
る
。
合
理
化
に
歯
止
め

を
か
け
る
運
動
が
必
要
」

「
ア
ス
ベ
ス
ト
の
把
握
が
必

要
。
ま
た
３
年
に
１
回
の
受

診
が
出
き
る
よ
う
に
な
ど
の

見
直
し
が
出
来
な
い
か
」

「
配
転
者
を
戻
す
闘
い
を
具

体
的
に
進
め
て
も
ら
い
た
い
」

「
運
転
士
復
帰
の
問
題
を
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」

「
再
雇
用
者
が
働
き
続
け
ら

れ
る
出
向
先
の
労
働
条
件
の

改
善
の
取
り
組
み
が
必
要
」

「
３
６
締
結
の
状
況
に
つ
い

て
中
身
を
教
え
て
ほ
し
い
」

な
ど
和
解
以
降
の
問
題
点
の

改
善
や
労
働
条
件
改
善
に
む

け
た
取
り
組
み
の
強
化
な
ど

多
岐
に
わ
た
り
活
発
な
発
言

が
出
さ
れ
た
。

集
約
で
は
、
発
言
さ
れ
た

問
題
の
解
決
や
不
採
用
事
件

の
早
期
解
決
、
組
織
強
化
に

む
け
取
り
組
ん
で
行
く
こ
と

を
確
認
し
閉
会
し
た
。

新
執
行
部

執
行
委
員
長

庄
司

修

副
委
員
長

阿
部
春
雄

書
記
長

原
子
清
貴

執
行
委
員

遠
山
政
孝

原
田

靖

及
川
正
昭

鈴
木
英
弘

山
口

智

挨拶する小泉議長

本部田中副委員長自治労木村書記長

全農林管代表

決意を述べる関野氏

地本橋本委員長



宮
城
県
支
部
は
十
一
月
四
日
、

国
労
会
館
に
お
い
て
第
四
十
九
回

定
期
大
会
を
開
催
し
た
。

支
部
を
代
表
し
て
秋
山
委
員
長

は
以
下
の
三
点
に
わ
た
っ
て
挨
拶

を
行
っ
た
。

①
不
採
用
問
題

残
念
な
が
ら
解

決
に
至
っ
て
い
な
い
。
全
動
労
判

決
・
運
輸
機
構
判
決
を
控
え
、
１

１
・
３
０
集
会
を
成
功
さ
せ
る
た

め
に
１
１
・
２
０
宮
城
集
会
は
組

織
の
総
力
を
挙
げ
て
取
組
む
。

②
安
全
問
題

首
都
圏
で
は
ベ
ビ
ー

カ
ー
を
挟
む
問
題
に
つ
い
て
会
社

は
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
ド
ア
開
発
等

を
行
っ
て
い
る
が
根
本
は
人
を
配

置
す
る
事
。
合
理
化
の
検
証
を
行

い
ワ
ン
マ
ン
全
車
両
に
車
掌
を
乗

せ
る
取
組
み
を
今
後
も
行
な
う
。

③
組
織
拡
大

支
部
と
し
て
３
名

の
拡
大
。
減
少
す
る
中
で
の
拡
大

は
意
義
は
大
き
い
。
職
場
で
の
不

安
・
不
満
を
組
織
し
、
チ
ェ
ッ
ク

機
能
を
果
し
、
拡
大
へ
結
び
つ
け

よ
う
。

大
会
で
の
発
言
か
ら

①
和
解
問
題
◆
上
部
組
織
と
支
部

の
認
識
が
違
う
の
で
は
◆
合
格
者

が
毎
年
出
て
い
る
◆
今
年
は
試
験

の
対
応
が
個
人
任
せ
に
。
職
場
で

取
組
ま
な
い
と
和
解
の
内
容
に
は

な
ら
な
い
。

②
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
◆
含
有
率
の

問
題
で
は
な
く
支
社
認
識
は
誤
り
。

③
合
理
化
・
労
働
条
件
◆
ワ
ン
マ

ン
は
ア
ク
セ
ス
線
だ
け
の
問
題
で

は
な
い
と
し
て
小
牛
田
で
も
ア
ン

ケ
ー
ト
の
取
組
み
◆
運
転
士
だ
け

で
な
く
、
分
割
に
よ
る
誤
乗
車
・

乗
車
位
置
問
題
で
利
用
者
も
大
変

◆
飛
行
機
に
ア
ク
セ
ス
す
る
と
い

う
の
が
乗
客
の
認
識
。
遅
れ
る
と

苦
情
◆
移
動
時
間
を
労
働
時
間
に

と
の
取
組
み
。
団
交
を
重
ね
、
不

利
益
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
変
化
。

粘
り
強
く
行
う
事
だ
◆
５
７
で
才

賃
金
カ
ッ
ト
２
割
。
団
交
・
裁
判

で
闘
う
べ
き
◆
貨
物
は
３
割
カ
ッ

ト
。
ス
ト
ラ
イ
キ
を
。
広
域
異
動

反
対
◆
業
務
委
託
駅
（
シ
ニ
ア
社

員
）
は
元
管
理
者
の
受
け
皿
に
な
っ

て
い
る
◆
仙
石
線
（
宮
城
野
運
輸

区
）
は
モ
デ
ル
線
区
。
仕
事
・
労

務
管
理
が
厳
し
い
。
精
神
疾
患
多

く
会
社
も
認
め
て
い
る
。
「
年
休

入
れ
る
か
ら
休
勤
を
」
が
当
り
前
。

◆
常
磐
線
の
脱
線
事
故
は
支
社
間

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
違
い
も
あ
る
。
説

明
不
足
◆
定
年
ま
で
働
き
続
け
ら

れ
る
職
場
作
り
を
本
気
で
。

④
春
闘

◆
今
回
は
駅
運
輸
関
係
４
分
会
で

交
流
を
行
う
事
が
出
来
た
◆
職
場

要
求
の
一
つ
が
（
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ

ト
）
改
善
さ
れ
そ
う
だ
。

⑤
そ
の
他

◆
組
織
拡
大
の
報
告
◆
不
採
用
問

題
は
ス
ト
で
闘
う
方
針
を
入
れ
る

べ
き
◆
組
織
の
あ
り
方
～
分
会
の

括
り
が
長
く
集
会
開
催
も
大
変
。

支
部
で
学
集
会
（
三
六
協
定
・
試

験
対
策
）
の
開
催
を
。

ま
た
支
部
は
任
期
一
年
の
役
員

改
選
を
行
い
以
下
の
新
執
行
部
を

選
出
し
た
。
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九
月
九
日
～
十
一
日
、
組
合
員

五
名
・
家
族
一
名
（
小
林
広
秀
・

佐
藤
芳
明
・
堀
内
勉
・
堀
内
俊
介

(

子)

・
小
林
康
広
・
柴
田
悟
）
が
、

国
労
音
威
子
府
闘
争
団
交
流
ツ
ア
ー

を
企
画
し
、
交
流
を
深
め
て
き
ま

し
た
。

九
日
六
時
半
山
形
を
出
発
し
、

八
時
二
十
分
仙
台
空
港
発
に
搭
乗
、

九
時
四
十
分
千
歳
空
港
に
到
着
し

ま
し
た
。
レ
ン
タ
カ
ー
に
て
、
音

威
子
府
に
は
十
六
時
頃
到
着
で
す
。

駅
舎
・
構
内
を
見
学
し
、
事
務

所
に
顔
を
出
し
、
天
塩
川
温
泉
に

て
疲
れ
を
取
り
、
そ
の
後
交
流
会

に
参
加
し
ま
し
た
。

駅
舎
の
中
に
は
展
示
コ
ー
ナ
ー

が
あ
り
、
「
さ
よ
な
ら
天
北
線
」

の
写
真
や
、
国
鉄
時
代
の
音
威
子

府
駅
構
内
や
村
の
レ
プ
リ
カ
が
所

狭
し
と
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

人
口
二
千
人
あ
ま
り
の
小
さ
な

村
。
こ
こ
で
解
雇
さ
れ
、
闘
い
は

始
ま
り
ま
し
た
。

羊
羹
・
味
噌
・
木
工
品
工
場
を

立
ち
上
げ
、
今
で
は
村
の
顔
と
な

り
、
村
か
ら
重
責
を
ま
か
さ
れ
て

い
ま
す
。

交
流
会
は
木
工
品
工
場
に
て
行

わ
れ
、
豪
快
な
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
・

チ
ャ
ン
ち
ゃ
ん
焼
き
に
舌
鼓
を
打

ち
、
山
形
か
ら
持
参
し
た
酒
・
ワ

イ
ン
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

闘
争
団
・
家
族
か
ら

『
闘
争
が
終
わ
れ
ば
、
山
形
に
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
で
遊
び
に
行
き
た
い
』

『
闘
争
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
人

と
出
会
い
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
』

『
四
者
四
団
体
の
枠
組
み
の
中
で

進
ん
で
い
る
。
こ
の
機
会
を
逃
せ

ば
解
決
は
無
い
。
闘
争
団
の
気
持

ち
は
固
ま
っ
て
い
る
』
『
１
１
・

３
０
日
比
谷
野
音
に
集
中
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
音
威
子
府
か
ら
は

２
０
名
参
加
す
る
』
『
山
形
県
の

集
会
を
開
催
し
て
ほ
し
い
』
『
春
・

秋
の
山
形
オ
ル
グ
で
は
、
元
気
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
』
『
２
０
年
の

長
期
闘
争
は
、
人
生
の
多
く
の
時

間
を
費
や
し
た
こ
と
に
な
る
。
闘

争
人
生
だ
。
息
子(
１
９
才
・
大

学
生)

が
生
ま
れ
る
前
か
ら
の
闘

争
だ
』

参
加
者
か
ら

『
今
回
始
め
て
参
加
し
て
家
族
の

気
持
ち
が
わ
か
っ
た
』
『
納
得
の

い
く
解
決
に
し
て
ほ
し
い
』

音
威
子
府
の
皆
様
か
ら
の
手
厚

い
歓
迎
に
感
無
量
で
す
。
二
日
目

の
道
案
内
か
ら
夜
の
交
流
ま
で
付

き
合
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
年
末

に
向
け
た
行
動
に
集
中
し
、
解
決

の
歓
喜
を
分
か
ち
合
い
ま
し
ょ
う
。

お
詫
び

国
労
せ
ん
だ
い
２
５
０
４
号
の
ゴ
ル
フ

大
会
上
位
入
賞
者
紹
介
で
柳
田
敏

幸
さ
ん
と
昆
野
正
則
さ
ん
の
氏
名
が

一
部
間
違
っ
て
お
り
ま
し
た
。
心
よ
り

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

お
知
ら
せ

国
労
会
館
建
設
資
金
返
済
業

務
の
取
り
扱
い
変
更
に
つ
い
て

国
労
会
館
建
設
資
金
返
済
業

務
は
１
９
９
９
年
度
末
償
還
期

限
以
降
、
（
財
）
国
労
会
館
仙
台

事
業
部
で
取
り
扱
い
を
行
っ
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
た
び
返
済
業
務
が
一
定

の
整
理
を
見
た
こ
と
等
か
ら
、

（
財
）
国
労
会
館
仙
台
事
業
部

で
取
り
扱
っ
て
き
た
業
務
の
残

り
に
つ
い
て
、
国
労
仙
台
地
方

本
部
で
引
き
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
国
労

会
館
建
設
資
金
返
済
請
求
に
つ

い
て
は
下
記
に
請
求
を
し
て
く

だ
さ
い
。

記

住
所

〒
９
８
４-

０
０
１
５

仙
台
市
若
林
区
新
寺

一
丁
目

４-

３
１

名
称

国
鉄
労
働
組
合

仙
台
地
方
本
部

担
当
係

岡
崎

連
絡
先
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
２-

２
９
３-

７
４
６
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
２-

２
９
９-

７
４
３
５

請
求
方
法

所
定
の
請
求
書
に
必
要
事
項

を
記
載
の
上
「
国
労
会
館
建
設

資
金
受
領
之
證
」
と
あ
わ
せ
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

宮
城
県
支
部

新
執
行
部

執
行
委
員
長

秋
山

正
浩

仙
台
建
築

執
行
副
委
員
長

八
巻

孝
夫

小
牛
田
運
輸
区

書
記
長

山
田

芳
夫

岩
沼
駅
連

執
行
委
員

内
田

五
郎

貨
物
宮
城

宮
本

広
美

仙
台
電
車
区

木
藤

昭
弘

仙
台
駅
連

佐
々
木
一
雄

仙
台
宮
城
野
運
輸
区

佐
藤

涼
一

小
牛
田
運
輸
区

千
葉

祐
悦

仙
石
線
駅
連

婦
人
部
長

三
上

敦
子

仙
台
病
院

会
計
監
査

後
藤

武
志

小
牛
田
運
輸
区

畠
山

勉

仙
台
電
車
区


